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                                2022 年 12 月 22 日 

株式会社ハルメクホールディングス 

 

 

 

 

 

 

女性誌販売部数 No.1（※1）の「ハルメク」をグループで発行する(株)ハルメクホールディングス（本社：

東京都新宿区、代表取締役社長：宮澤 孝夫）のハルメク 生きかた上手研究所は、50～84 歳の女性 537

名を対象に「シニア女性の開運に関する意識と実態調査」を WEB アンケートにて実施いたしました。 

（※1）日本 ABC 協会発行社レポート（2022 年 1 月～6 月)  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査背景】 

ハルメク 生きかた上手研究所は、シニアのインサイトについて調査・分析を行っています。 

「人生 100 年時代」と言われる現代において、健康やお金、ウェルビーイングの重要性が高まっています。人

生の充足感、将来の健康やお金に対する安心感を得るために、シニア女性はどのような運気アップ（開運）の

習慣を取り入れているのでしょうか？その意識と実態に迫りました。 

※調査主体の(株)ハルメクホールディングス「ハルメク 生きかた上手研究所」所長への取材、コメント提供も可能です。 
 
【調査概要】 
調査の方法：WEB アンケート   
調査の対象：50～84 歳の女性 
有効回答数：537 名  
調査実施日：2022 年 11 月 25 日～11 月 28 日  
調査主体  ：(株)ハルメクホールディングス ハルメク 生きかた上手研究所 
※本リリース内容を掲載いただく際は、出典「ハルメク 生きかた上手研究所調べ」と明記をお願いいたします。 

「シニア女性の開運に関する意識と実態調査」 

50 代以上女性の約 75％が“運活”を行っている。 

開運にかける金額は年間平均 11,550 円、情報源は WEB・SNS がメイン 

～運気を上げるための習慣を取り入れている人は幸福度が高いことが明らかに～ 

NEWS RELEASE 

【 調査サマリ 】 

 ■50 代以上の女性の 75%が何かしらの開運習慣を取り入れている。取り入れている人が開運にかける平均費用は

年間 11,550 円。 

⇒何かしらの開運習慣を取り入れている割合は、全体の 74.9%。 

⇒取り入れている開運習慣は「寺院を参拝する」が 49.0%、「占いをチェックする」が 33.8%、「お守りを身に着

ける」が 29.1%の順。 

⇒「お守りを身に着ける」「パワースポットに行く」「お札を飾る」「風水を取り入れる」などの開運習慣は 50 代が

最も高い。「盛り塩を置く」は全体では 11.4%だったが、50 代は 21.2%。 

⇒開運習慣を取り入れている人が１年間で開運にかける費用は平均で 11,550 円/年。お金をかける時期は年末年

始に集中。 

⇒新年開運のために新調するものは、縁起物、お札、お守りが上位。次いで歯ブラシが 28.9%、下着が 24.4%。 

 

■特に関心の高いテーマは「健康運」と「金運」。開運に関する主な情報源は WEB サイトや SNS。 

⇒全体では健康運（73.4%）金運（59.6%）の関心度が高く、年代別では複数のテーマで 50 代が最も関心が高い。

一方 70 代以上は、健康運に関心が集中。 

⇒開運に関する主な情報源は、WEB サイト・SNS が 36.3%と最も多く、次いで本・書籍が 36.1%という結果に。 

 

■運気を上げるための習慣を取り入れている人は、幸福度が高い。 

⇒「感謝の気持ちを伝える」、「物事をポジティブに捉える」、「笑顔でいることを意識する」など、自身の気持ちの

持ち方の持ち方に関する習慣を心がけている人は、幸福度が高い。 

⇒また、「挨拶をきちんとする」など人とのコミュニケーションに関する習慣、「玄関を綺麗にする」などの整理整

頓の習慣、「姿勢をよくする」など身なりを気づかう習慣についても、心がけている人は幸福度が高い。 
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寺院を参拝する（49.0%）

今日・今月の占いをチェックする（33.8%）

お守りを身に着ける（29.1%）

家の中に神棚を祀る（28.4%）

パワースポットに行く（26.1%）

家の中にお札を飾る（25.1%）

家の中に風水を取り入れる（22.6%）

家の中に盛り塩を置く（11.4%）

50代（113名） 60代（198名） 70代以上（91名）

50 代以上女性の約 75％が何かしらの開運習慣を取り入れている。 

開運習慣を取り入れている人が、開運にかける平均費用は年間 11,550 円。 

 
・日常生活で何かしらの開運習慣を取り入れているシニア女性の割合は、全体の 74.9％。 

・取り入れている開運習慣は「寺院を参拝する」が 49.0％、「占いをチェックする」が 33.8%、「お守り 

を身に着ける」が 29.1%の順。 

・「お守りを身に着ける」「パワースポットに行く」「お札を飾る」「風水を取り入れる」などの開運行動

は 50 代が最も高い。「盛り塩を置く」は全体では 11.4％だったが、50 代は 21.2%。 

・開運習慣を取り入れている人について、開運にお金をかける時期は 12 月から 1 月が 74.9%と年末年

始に集中。なお、開運行動をしている 402 名が１年間で開運にかける平均費用は、11,550 円/年だっ

た。（最小値 0 円、最大値 20 万円） 

・開運目的で新年に新調する人は 83.6%。新調するものは、門松やだるまなど縁起物が 47.5％、お札が

36.6％、お守りが 36.1%の順で、次いで歯ブラシが 28.9%、下着が 24.4％と日用品の中で多い結果

に。 

■あなたは現在、開運のための習慣を取り入れていますか？  
50～84 歳の女性（複数回答）：537 名 

 

 

 

 

 

 

 

■年代別 開運習慣を取り入れている人が行っていること（上位 7 項目） 
50～84 歳の女性（複数回答）：402 名 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74.9% 25.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

取り入れている（402名） 取り入れていない（135名）

※（）内は全体の割合 
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新調する（336名） 新調しない（66名）

 ■開運の費用をかける時期 
50～84 歳の女性（開運習慣を取り入れている人）（複数回答）：402 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■開運目的で新年に身の回りのものを新調するか 

50～84 歳の女性（開運習慣を取り入れている人）（複数回答）：402 名 

 
 
 
 
 
 
 

■開運目的で新年に新調するもの 
50～84 歳の女性（開運習慣を取り入れている人）（複数回答）：402 名 

   

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（門松・熊手・破魔矢・鏑矢・干支掘物・だるまなど） 
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特に関心の高いテーマは「健康運」と「金運」。 
主な情報源は WEB サイトや SNS。 

 

・特に関心の高い開運テーマは、「健康運」が 73.4％、「金運」が 59.6％。年代別に見ると、いずれ 

のテーマも 50 代の関心度が最も高く、70 代以上は「健康運」に集中している。 

 ・開運に関する主な情報源は、「WEB サイト・SNS」が 36.3％と最も多く、次いで「本・書籍」が

36.1％。 

 ・「占い師、占術研究家、スピリチュアル有名人」を開運の情報源としている人が特に参考にしてい

る人物は、「ゲッターズ飯田」氏が 54.5％と最も多く、次いで「星ひとみ」氏が 31.2％、「江原啓

之」氏が 29.9%という結果に。 

 

■年代別 関心のある開運テーマ（全体） 

50～84 歳の女性（複数回答）：537 名 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

■開運について参考にしている情報源 

50～84 歳の女性（開運に関心がある人のみ回答）（複数回答）：496 名 
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占い師、占術研究家、スピリチュアル有名人

知人や家族からの口コミ情報

その他

特定の情報源はない

※（ ）内は全体の割合 
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■特に参考にしている人物 
50～84 歳の女性（占い師、占術研究家、スピリチュアル 

有名人を情報源にしている人のみ回答）（複数回答）：77 名 
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46.6%

33.7%

32.0%

50.3%

38.2%

36.4%

32.8%

25.9%

20.7%

太陽の光を浴びる

深呼吸をする

植物を育てる

運気を上げるための習慣を取り入れている人は幸福度が高い。 

・「笑顔でいることを意識する」「物事をポジティブに捉える」、「ポジティブな言葉を使う」など、自身の

気持ちの持ち方に関する習慣を心がけている人は、幸福度が高い。 

・また、「挨拶をきちんとする」など人とのコミュニケーションに関する習慣、「玄関を綺麗にする」など

の整理整頓の習慣、「姿勢をよくする」など身なりを気づかう習慣についても、心がけている人は幸福

度が高い傾向にある。 

・「あなたにとって開運とは何か」について自由回答で尋ねたところ、「前向きな気持ち・安心感を得るも

の」「満足感・充足感を得るもの」「日々の習慣」などに関するコメントが見られた。 

 
■幸福度（注１）別 運気を上げるために心がけていること(各カテゴリーの上位 3 項目抜粋) 

50～84 歳の女性（複数回答）：537 名  

幸福度・高（n＝165） 幸福度・低（n＝58）（注 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                              

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

19.0%

（注 1） 幸福度は、「とても幸せ」を 10 点、「とても不幸」を０

点とした場合、現在の幸福度にあてはまる点数を整数で

尋ねた。 

（注 2） 幸福度（高）：幸福度について 9～10 点と回答した人 

幸福度（低）：幸福度について 0～5 点と回答した人 

幸福度（中）：幸福度について 6～8 点と回答した人 

気持ちの持ち方 人とのコミュニケーション

0 

身の回りの整理整頓 自身の身なり 

その他の習慣 
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とらえる
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使う
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43.8%
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34.5%

34.5%

挨拶をきちんとする

感謝の気持ちを

伝える

人に親切にする
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■あなたにとって開運とは？（自由回答より抜粋） 
50～84 歳の女性（複数回答）： 537 名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概要 記述内容 

前 向 き な 気 持

ち・安心感を得

るもの 

・心の安定をはかるのに、あると便利な一つのアイテムのようなもの（52 歳） 

・気持ちを前向きにさせたり、明るくさせたりして、心の疲れを軽くするもの（57 歳） 

・楽しく暮らしていくためのヒント（63 歳） 

満足感・充足感

を得るもの 

・気持ちが晴れ晴れして、生きていることの充足感（66 歳） 

・開運のためと言うより、自分にとって気持ちの良い行動することが生きることに満足

を得られると思う（65 歳） 

日々の習慣 ・自分自身の努力や習慣があった上で、ギフトのようなもの。願いが漠然としているう

ちは叶わないもの（61 歳） 

・普段の生活習慣を整えることを意識するとことで幸運が舞い込んでくると思います

（60 歳） 

感謝の気持ち ・宝くじが当たったり、大きな仕事で成功するようなことも確かに開運だと思いますが、

大病もせず、事故にも遭わず、毎日平和に生活し続けていられること自体がとてもラ

ッキーなことなのだと思えるようになりました。（58 歳） 

・周りの人が運んできてくれるものだと思います。だから、人には感謝したり、その気持

ちを表すことが大切だと思っています。（59 歳） 

自分を知ること ・人生のいい波に気が付きそれにうまく乗ること（66 歳） 

・今の自分の状況を確認しこれからの自分の指針を見つける（65 歳） 

家族の幸せを願

うこと 

・家族皆心身ともに健康で過ごせて、子供達の仕事が順調に進みますように、孫達の成

績や受験が望む方向に進みますようにという気持ちで、開運というより悪い方向に進

まないようにという気持ちです。（75 歳） 

・家族や子どもたちの、幸せ、健康（70 歳） 
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【専門家の見解】 

ハルメク 生きかた上手研究所 所長 梅津 順江（うめづ ゆきえ） 

2016 年 3 月から現職。主に年間約 900 人のシニアを対象にインタビューや取材、ワ

ークショップを実施 

 

 
■女性誌部数 No.1！ 50 代からの生きかた・暮らしかた応援雑誌「ハルメク」 

50 代からの女性が前向きに明るく生きるための価値ある情報をお届けしています。健
康、料理、おしゃれ、お金、著名人のインタビューなど、幅広い情報が満載です。 また、
雑誌「ハルメク」の定期購読者には、本誌とともに提供するカタログと、オンラインで
の通信販売を行っています。販売している商材は、ファッション・インナー・コスメ・
美容・健康など多岐にわたり、独自のシンクタンクである「ハルメク 生きかた上手研究
所」を通じて利用者の声を徹底的に調査、反映した商品開発で、多くの女性から支持を
得ています。 

      
 
 
■ハルメク 生きかた上手研究所のシニアリサーチデータは、「ハルメク シニアマーケティング LAB」

で掲載しています。 
 「ハルメク シニアマーケティング LAB」は、ハルメク年代（シニア）を顧客とする企業にとって有益な情
報をお届けしている情報サイトです。ハルメクグループが提供する定期購読誌や通販等を通じて得たマーケテ
ィングデータや記事、シンクタンク「ハルメク 生きかた上手研究所」の調査レポートなど豊富な情報が満載
です。 

 

 

 

 “3 つの開運習慣”に加え、WEB や SNS を味方につけて、シニア女性の運はさらに開ける？ 

シニア女性の開運は、「モノ×習慣」、「コト×習慣」、「トキ×習慣」で形成されていました。まず、縁

起物、お札、お守りといった護符だけでなく、歯ブラシ、下着、お箸などの日用品を新調することで心身

が改まっています。また、笑顔、挨拶、整理整頓など普段から善行を習慣づけている人ほど幸福度が

高いことが明らかになりました。そして、お金をかける時期は年末年始に集中しています。どうりで

「大掃除」「年越しそば」「福袋」「初詣」「おせち・鏡餅」などの年末年始商戦が賑わうわけです。「俗世

間の渦中に身を置いている 50 代はまだまだ欲深で神頼み、世俗から離れつつある 70 代は無欲で多くを

望まない」といった年代差に注目すると、自ずと年末年始市場は 50 代に向けた方が効果的といえそうで

す。 

さて、開運に関する情報源は「WEB サイト・SNS」が首位でした。シニア女性が、2 位以下の「本・書

籍」「雑誌」「テレビ」の予想はしていましたが、「WEB・SNS」媒体がトップとは意外でした。シニア女

性から支持された占い師（ゲッターズ飯田氏、星ひとみ氏など）の Instagram フォロワー数が 50 万人（※

2022.12.9 現在）を超えていることも影響しているかもしれません。いずれにしても「開運情報」と「WEB・

SNS」媒体とは相性が好さそうです。 

シニア女性は、「モノ」「コト」「トキ」の 3 方向の習慣を大切にすることが開運や幸福につながると

認識しています。3 つの習慣に加えて「ネット媒体からの開運情報」も手に入れました。「WEB・SNS」

を開くと運も開けるということに気づき始めています。 

運気を呼び込む準備は整いました。2023 年もよい年でありますように。 

“3 つの開運習慣”に加え、WEB や SNS を味方につけて、シニア女性の運はさらに開ける？ 

シニア女性の開運は、「モノ×習慣」、「コト×習慣」、「トキ×習慣」で形成されていました。まず、縁

起物、お札、お守りといった護符だけでなく、歯ブラシ、下着、お箸などの日用品を新調することで心身

が改まっています。また、笑顔、挨拶、整理整頓など普段から善行を習慣づけている人ほど幸福度が

高いことが明らかになりました。そして、お金をかける時期は年末年始に集中しています。どうりで

「大掃除」「年越しそば」「福袋」「初詣」「おせち・鏡餅」などの年末年始商戦が賑わうわけです。「俗世

間の渦中に身を置いている 50 代はまだまだ欲深で神頼み、世俗から離れつつある 70 代は無欲で多くを

望まない」といった年代差に注目すると、自ずと年末年始市場は 50 代に向けた方が効果的といえそうで

す。 

さて、開運に関する情報源は「WEB サイト・SNS」が首位でした。シニア女性が、2 位以下の「本・書

籍」「雑誌」「テレビ」の予想はしていましたが、「WEB・SNS」媒体がトップとは意外でした。シニア女

性から支持された占い師（ゲッターズ飯田氏、星ひとみ氏など）の Instagram フォロワー数が 50 万人（※

2022.12.9 現在）を超えていることも影響しているかもしれません。いずれにしても「開運情報」と「WEB・

SNS」媒体とは相性が好さそうです。 

シニア女性は、「モノ」「コト」「トキ」の 3 方向の習慣を大切にすることが開運や幸福につながると

認識しています。3 つの習慣に加えて「ネット媒体からの開運情報」も手に入れました。「WEB・SNS」

を開くと運も開けるということに気づき始めています。 

運気を呼び込む準備は整いました。2023 年もよい年でありますように。 

https://marketing.halmek-holdings.co.jp/column/archive.php?c_no=274
https://marketing.halmek-holdings.co.jp/column/archive.php?c_no=274

